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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、研究代表者が研究を進めているクロス TV チャンネルフィルタリングによ
って得られる主要なニュースショットについて、映像の構図に基づく自動分類を可能にすることにある。本研究では、
大きく三段階に分けて研究を進め、第一段階では、ボトムアップなデータマイニング手法によって部分映像特徴を探索
し、第二段階では、知識発見手法に基づくトップダウンアプローチによって部分映像特徴を探索した。そして、第三段
階ではそれらの結果を統合することによって、ニュースショットの自動分類機構を構築した。

研究成果の概要（英文）：The aim of our research is to classify TV news shots that are extracted by the cro
ss TV-channel filtering.  The cross TV-channel filtering is our formerly proposed method which extracts su
ch news shots that are commonly broadcasted by multiple broadcasters. The classification of TV news shots 
is based on the video frame composition.  With mining frequent frame composition in news video archives bo
th in bottom-up and top-down manners, visual features for the classification have been investigated.

研究分野：

科研費の分科・細目：

総合領域

キーワード： マルチメディア　放送映像アーカイブ

情報学、メディア情報学・データベース



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
計算機性能の向上により、複数のテレビチ

ャンネルの映像を長期間に渡って蓄積可能
な大規模な放送映像アーカイブの構築が可
能になっており、その活用方法の開拓が、大
きなリサーチチャレンジとなっている。その
ようなリサーチチャレンジのひとつとして、
研究代表者はこれまでに「ニュースショット
クラウド」と名付けた応用方法について研究
を進めてきた。ニュースショットクラウドは、
主要なニュースショットを「クロス TV チャ
ンネルフィルタリング」と呼ぶ映像照合によ
って検出し、Web で用いられているタグク
ラウドのように、雲状に配置したものである。  
クロス TV チャンネルフィルタリングでは、

１日ごとの複数チャンネルのテレビ放送に
ついて、同一またはほぼ同一のニュースショ
ットがいくつのチャンネルで放送されてい
るかを検出する。そして、ニュースショット
クラウドでは、出現チャンネル数が多いショ
ットほどより大きく表示することで、主要な
ニュースショットについての雲状の一覧表
を構成するのである。このような表示方法は、
大量のニュース映像を俯瞰的に一覧するの
に適しており、特にカレンダー形式で表示す
ることにより、長期間に渡って蓄積されてい
るニュース映像に対して俯瞰的かつ効果的
な一覧形態を提供することが可能になる。 
上記の手法により、１日単位の主要なニュ

ースショットを効率的に一覧表示すること
は可能になったが、様々なニューストピック
の映像が混在した状態になる点が問題とな
る。そのため、さらに集約された俯瞰的な一
覧表示を月単位あるいは年単位に行うため
には、検出されたニュースショットについて
自動分類を行い、記者会見、対談、スポーツ、
屋外風景など、細分化された形で提示するこ
とが必要になる。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、研究代表者が研究を進め

ているクロス TV チャンネルフィルタリング
によって得られる主要なニュースショット
について、映像の構図に基づく自動分類を可
能にすることにある。本研究の最も大きなチ
ャレンジ性は、万時間単位の長期間に渡る放
送映像アーカイブからのデータマイニング
を試みている点にある。映像の解析は多くの
計算コストを必要とするため最先端のリサ
ーチチャレンジのひとつであり、それを大規
模に適用してのデータマイニングはまだ十
分に開拓されていない。また、本研究では頻
出構図という映像データが大量にあってこ
そ初めて検出可能な情報の活用を目指して
おり、大規模な放送映像アーカイブの活用と
いう現在の計算機技術にとっての大きなチ
ャレンジに挑む研究となっている。 
ニュースショットを分類する場合、言語情

報（キャプションや書き下しテキストなどの
文字情報）によって分類することも考えられ
る。言語情報によるアプローチは、ニュース
トピックを詳細に分析できることが期待さ
れるが、一方、言語情報が中心になってしま
うと、もはや新聞記事などの解析・分類と等
価な問題になってしまい、映像固有の特徴が
使われなくなってしまう。本研究が分析の対
象とするニュースショットは、複数チャンネ
ルで共通して使われている同一またはほぼ
同一の映像であり、視覚的有用性の高い映像
である。そこで、本研究では、計算コストや
特徴抽出の点でよりチャレンジ性の高い視
覚的特徴を用いた特徴検出ならびに自動分
類を試み、新聞記事等の解析・分類とは一線
を画す独自のアプローチを取ることによっ
て映像特有の自動分類の実現を目指してい
る。 
映像の自動分類については、これまでにも

スポーツ映像の分類や特定のニューストピ
ックについての分類など、個別の対象につい
ての分類法はすでに研究が行われているが、
本研究では、年単位で蓄積された大規模な放
送映像を対象としており、データマイニング
によるボトムアップなアプローチ（事例の集
積からの一般化）によって分類特徴の取得を
試みている。その結果、応用範囲の広い分類
特徴の抽出が可能となっている。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、頻出構図のマイニングによる

重要ニュースショットの自動分類という課
題に対する具体的方策として、以下の３段階
の手順に従って研究を進めた。 
 
(1) クロス TV チャンネルフィルタリングに
よって得られた主要ニュースショットに対
して、頻出構図に共通する部分映像特徴をク
ラスタリング等のボトムアップなデータマ
イニング手法によって探索。 
 
(2) データマイニング手法だけではボトム
アップアプローチのみになってしまうため、
ボトムアップアプローチを補うために、人手
で与えられる正負事例からの学習や人手で
与える仮説の検証等のトップダウンアプロ
ーチによる知識発見手法も適用することに
より、頻出構図に共通する部分映像特徴を探
索。 
 
(3) 頻出構図に共通する部分映像特徴の中
から自動分類に適した分類特徴となりうる
ものを実データによる評価実験を通じて選
択し、それらを統合することによってニュー
スショットの自動分類を実現。 
 
 上記の手法を図示すると図1のようになる。
左端の大規模放送映像アーカイブから主要
ニュースショットを抽出する処理は既存の



技術であり、そこから右の範囲が本研究で新
たに取り組んだ技術である。 
 具体的に見ると、クロス TV チャンネルフ
ィルタリングによって得られた主要ニュー
スショットから映像特徴および言語特徴を
抽出し、それらに対してボトムアップアプロ
ーチとトップダウンアプローチによって頻
出構図に共通する映像特徴を抽出する。ボト
ムアップアプローチでは、クラスタリング等
のデータマイニング手法を適用することで、
頻出構図に共通する部分映像特徴を抽出す
る。一方、トップダウンアプローチでは、ボ
トムアップなアプローチを補う形で、人手で
与えられる正負事例や仮説を起点とする知
識発見手法を適用する。ボトムアップアプロ
ーチのみでは網羅的に部分映像特徴を検出
できないため、トップダウンアプローチでの
補完が不可欠である。 
 そして、ボトムアップアプローチとトップ
ダウンアプローチによって抽出された部分
映像特徴を統合する形で自動分類機構を実
現している。具体的には、まず、抽出された
部分映像特徴の中から自動分類に適したも
のを選択する。というのは、一口に頻出構図
に共通する部分映像特徴と言っても、自動分
類での効果、すなわち、自動分類に適してい
るかどうかは一様ではないため、自動分類に
適した特徴のみを選び出す必要があるから
である。そして、選び出された部分映像特徴
を分類特徴として適用することにより、ニュ
ースショットの自動分類を実現している。 
 
４．研究成果 
 
 上で述べたとおり、本研究は大きく３段階

に分かれているが、２年間の研究期間のうち、
前半の１年では、第１段階のボトムアップな
データマイニングに取り組み、後半の１年で
残りの２段階の研究を実施した。 
 
(1) 平成２４年度には、本研究の第一段階と
して、主要ニュースショットから映像特徴お
よび言語特徴を抽出し、それらに対してデー
タマイニング手法を適用することによって、
頻出構図に共通する部分映像特徴の抽出を
行った。本研究で抽出するのはあくまでも頻
出構図の映像特徴であるが、データマイニン
グの際には映像特徴のみならず言語特徴も
使用した。これは、言語特徴の方が被写体や
場面を特定する効果が高いため、言語情報を
加えることでデータマイニングの精度なら
びに効率を高められるからである。映像特徴
としては、形状、色分布、空間性を用いた。
言語特徴としては、文字字幕(クローズドキ
ャプション)に現れる人名、地名、頻出単語
等を使用した。これらの特徴の中から、高頻
度に出現し、かつ、空間的な特徴と強い相関
を持つ部分映像特徴を抽出した。 
 
(2) 平成２５年度には、本研究の第２段階と
して、平成２４年度に実施したボトムアップ
なアプローチを補う形で、人手で与えられる
正負事例や仮説を起点とするトップダウン
アプローチでの部分映像特徴の探索を行っ
た。これまで言語情報としては、主として文
字字幕（クローズドキャプション）を用いて
きたが、言語特徴をより効果的に抽出するた
め、本研究では、放送映像アーカイブに対し
て映像中の字幕（オープンキャプション）を
ビデオ OCR によって認識する機能を導入し
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た。これにより、映像特徴とより関連の深い
言語特徴の抽出が可能になった。そして、第
３段階として、ボトムアップおよびトップダ
ウンアプローチから得られた映像特徴の中
から自動分類に適した特徴を選択し、それら
を統合することによりニュースショットの
自動分類機構を構築した。 
 本研究の成果は、従来のクロス TV チャン
ネルフィルタリングを大きく拡張するもの
であり、クロス TV チャンネルフィルタリン
グが主要ニュースショットの検出までしか
できないのに対して、さらに細分化された選
別が可能になる。そのため、大規模放送映像
アーカイブの利用形態を広げることが可能
であり、特に、月単位および年単位での俯瞰
的一覧において有効であると考えられる。 
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